
全国マルチスリット協会

マルチスリット側溝 Ⅰ・Ⅱ

す べ て の 側 溝 を ひ と つ に

■ 国土交通省　NETIS 登録番号：NO.KK-980098-V　■ 日本道路公団　新技術整理番号 200200002



マルチスリット側溝なら、
すべての現場に対応できます。

MULTI SLIT GUTTER Ⅰ.Ⅱ VARIATION

嵩上げタイプ

Multi Slit Gutter

RG型
3P ▼ ▼ ▼

嵩上げタイプ

Multi Slit Gutter

RS型
3P ▼ ▼ ▼

ノーマルタイプ

Multi Slit Gutter

NⅡ型
4P ▼ ▼ ▼

両スロープタイプ

Multi Slit Gutter

S2型
5P ▼ ▼ ▼

フラットタイプ

Multi Slit Gutter

F型
4P ▼ ▼ ▼

暗渠タイプ

Multi Slit Gutter

O型
6P ▼ ▼ ▼

縁石根入タイプ

Multi Slit Gutter

S1C型
5P ▼ ▼ ▼

桝蓋・桝

Multi Slit Gutter

各種
8P ▼ ▼ ▼
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マルチスリット側溝は、側溝と蓋の単純形状品で構成されるスリット側溝です。蓋はハイブリッド構造により、全面グレーチング、全面ス
リットが可能となりました。本体と蓋はロックピンで固定され、騒音を抑制します。マルチスリット側溝は様々な機能を備え、さらに低価
格を実現した多機能型側溝です。

MULTI SLIT
GUTTER
マルチスリット側溝とは？

マルチスリット側溝7つの特徴

1. 素早い集排水。
マルチスリット側溝は、側溝部桝部を問わず全面路面集排水能力に
優れています。N（G無）タイプの場合にはグレーチングを6mに1枚使用と、
F（G有）タイプの場合には2mに1枚使用とほぼ同等の排水能力となります。

2. T-25縦断・横断設計。
マルチスリット側溝Ⅰ型（横断用）と廉価なⅡ型（縦断用）の規格があり、
蓋本体共、T-25の上載荷重に耐えます。蓋はS造ハイブリッド構造。

3. 蓋・本体が分割型で、組み合わせ自在。
蓋の交換のみで、フラット、スロープ、嵩上げ、透水、側溝等に早変り。
マス、カーブ等多種形状に対応します。また底版調整コンクリートにより、
道路勾配に関係なく水路勾配が自由につけられます。

4. 振動・騒音を抑制。
マルチスリット側溝は、自動車の走行による振動・騒音がありません。
ロックピンにより蓋と側溝が一体化され、騒音が解消されました。

5. 排水性舗装に対応。
マルチスリット側溝は、排水性舗装に対応します。
蓋の側面開口部より、道路の雨水浸透水を直接側溝に排水します。

6. スリット付き自由勾配側溝。
逆勾配や緩勾配に対応します。側溝本体に深型を使用することにより、
勾配を自由に設定できます。蓋をかける前に底版調整コンクリートの
打設が出来、作業が簡単で経費削減が出来ます。

7. バリアフリー対応。
マルチスリット側溝はバリアフリーに対応しています。
歩車道境界ブロックは一般の製品がご使用頂けます。
現地に応じた、街渠工、バリアフリー街渠工が可能になりました。

低コスト、多彩なバリエーション。
優れた景観性を持つ、スリット側溝。




























